
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

       太鼓店新聞    vol.11 2016 年 6 月 

  

和太鼓はいきている 
 ～伝統を守り、伝統を創る～ 

 

皆さまこんにちは！竹内未帆です。 

結婚をし、子供をポンポンッと 2人産み（笑）三浦未帆改め、竹内未帆になって 4年ぶりに 

三浦太鼓店に帰って参りました（≧∇≦）  家族 4人岡崎で仲良く暮らしております！ 

「太鼓で皆んなを幸せにする！」それが私の合言葉です！ 

そんな目標を掲げ毎日楽しく仕事をしています(*^^*) 

そしてもう１つの目標は、産前の体重に戻す事！（笑） 

こんな私ですが、三浦太鼓店共々これからまたよろしくお願い致します（≧∇≦） 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、六代目彌市です(^-^) 

さて、２０１６年がスタートしたと思ったらもうあっという間に半年が過ぎて行きました〜！！ 

今年のテーマは“走る” そう決めたので、今まで以上に自分自身に渇を入れて走り続けてますよ〜！ 

 
そんな私が、今年一番力を入れて取り組んでいるのが“桶胴作り” 

今まで当店では胴にあたる部分は自社では製造せず 

桶職人さんに頼んで製作していただいていました。 

しかし、この桶胴を作ってくださる方が高齢化、後継者不足により 

だんだんと少なくなり、このままでは数年もしたら当店で 

桶太鼓そのものが作れなくなってしまう・・・ 

そんな危機感から、とうとう自社製造を目指し 

桶職人さんへ修行に行く覚悟を決めたんです(^-^) 

 

私の師匠は御年８３歳！頑固一徹な職人！というより、 

一つ一つの作業をとてもとても丁寧に教えてくださる 

私にとって神様のような存在です(^-^) 

伝統の世界に生きていると、昔から受け継がれてきたモノ作りの歴史から 

そのモノが宿している本当の価値を知ることができます。 

失ってしまうのはいつも一瞬ですが、 

伝統や先人たちの“知恵”というのは、人から人へ繋がって初めて 

私は守られていくものだと感じています。 

師匠の仕事や一つ一つ伝えてくれる言葉からは、 

桶を作る技術はもとより、人としての在り方や人生の生き方そのものを 

学ばせていただく本当に本当に貴重な時間となっています！ 

 

それでも、失敗から学び、それを積み重ね知恵と変えることこそ 

私は伝統だと知っているのでめげずに、 

焦らずじっくりと頑張って習得していきたいと思っています！ 

少しずつ形になっていく桶を目にすると、 

私の中に流れる職人としての魂が震え、 

あぁやっぱりモノ作りは本当に楽しい！ 

心からそう思える瞬間がいくつもあります(^-^) 

今は、まだ駆け出したばかりですが、 

必ずやモノにしていきたいと思っています！ 

守るべきものには、守るべき価値がある。 頑張ります！ 

 

全く新しいことに挑戦しているので、まだまだ失敗だらけ、、、 

先日は苦労して組み上げた桶が一瞬にして 

バラバラになってしまいました(T ^ T) 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

こんにちは、ひーくんです(^^)/  

昨年、創業 150周年を迎えた三浦太鼓店は、50年先 100年先に 

受け継がれる企業精神を養いたいと昨年初めて 50キロウォーク

に挑戦しました。多くの方にご参加いただき巡った徳川家康公 

ゆかりの地。ただひたすら前だけを見て歩いたことで感じた 

それぞれの 50キロウォーク。あの時の感動をもう一度 

味わいたい！三浦太鼓店 50キロウォークが伝統となるように！ 

そんな願いを込め、今年は岡崎北部の名刹をめぐり病気平癒を 

この旅のご利益として第２回５０キロウォークを行いました。 

 

今回の 50キロウォークの呼びかけに 50人もの参加者が集まり、スタッフも 

10人以上の方々が参加してくださいました。 

参加者の中には小学生の子たちが 5人も!？すごい！！ 

今年のルートは龍城神社をスタートし、滝山寺、真福寺を抜け、松平東照宮まで

向かう道のり！前回と大きく違うポイントは、なんと山道が 2つ！！ 

滝山寺から真福寺につながる山道と松平東照宮までの壮大な山道。 

山道には足場が不安定な道や高低差の激しい道があり、僕の足は大きなマメと 

疲労で前に進むのが困難になってきました。でも、山道から心安らぐ大自然の 

パワーを感じ、歩いててとても気持ちよかったです(^-^) 

 

参加者の内、完歩した人は 41人！！ 

前回よりもたくさんの方々がゴールすることができました！ 

5人の子どもたちも 1人もリタイアすることなく 50km 

歩くことができました！  す、すごい(^^; 

僕も前回より速いタイムで完歩することができました。 

50キロという道のりに 1人 1人いろんなドラマが生まれ 

感動でいっぱいの 1日になりました。 

今回参加してくださった方々、スタッフとして力を 

かしてくださった方々、本当にありがとうございました。 

みなさん、もちろん来年も歩きますよ！ 

ということなので来年も 

たくさんのご参加お待ちしております！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、慶さんです(^^) 

今年で第１０回を迎えました、岡崎さくらまつり太鼓フェスティバル！ 

おかげさまで、今回も大盛況のうちに幕を閉じることができました。 

本当に参加チームの皆さま、スタッフの皆さま、そして来場してくださった 

皆さまのおかげです！ありがとうございました！ 

実は今回から 5代目に変わりまして、この私が太鼓フェスティバルの実行委員長を

務めさせていただいております(*_*) 

開会宣言では盛大に噛んでしまいましたが、会場は笑いで温まってくれました（笑）

本当に優しいお客様で助かりました(ToT) 

今回は合計 34ものチームが参加し、朝の 9:40～19:20まで丸１日、会場に太鼓の音が響き渡っておりました！

笑いのある太鼓、迫力のある太鼓、聞き入ってしまう太鼓、元気いっぱいの太鼓。 

それぞれ個性のあるステージ、そして“音”。どのチームも魅力的で、本当にあっという間の１日でした(^-^) 

最後のフィナーレではチーム、お客様という垣根を越えてみんなでステージへ！ 

みんな笑顔で、会場が太鼓でひとつになっていたのが肌で感じることができました！ 

改めて、太鼓の持っているパワーと可能性というものを感じた日でした(^-^) 

本当にありがとうございました(>_<)！ 

桜ライン３１１とは、陸前高田市内約１７０kmに渡る津波の 

到達ライン１０mお気に桜を植樹し、ラインに沿った桜並木を 

作ることで後世の人たちに、津波の恐れがあるときはその並木より

上に避難するように伝承していく活動をしている団体です。 

今回もご縁をいただき桜ライン３１１の活動に募金という形で 

ご協力させていただきました。 

前日のイベントでの募金と合わせて、273,613円もの募金が 

集まりました。 

多くのご協力、本当にありがとうございましたm(_ _)m 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは、しほです(^-^)   

今回の PICK UPは、産休を経て 5年ぶりにお仕事・演奏活動に戻ってきた双子の片割れ未帆と、 

それが嬉しくてたまらない、わたくし史帆です(^-^) 双子で岡崎の金さん銀さん目指しています！！ 

あつかましくも内々ネタで申し訳ありません(笑) 

箸休めとして読んでいただければ幸いです(*^^*) 

こう見えても私たち二卵性なんです。 

少し前は違った髪の毛の長さも今は短く揃えてますます 

双子らしくなりました！ 

★ヒント★ 

☆ママオーラのあるなし！ 

☆産後増加してしまった体重は隠れてる？ 

☆これまでの新聞に登場させて頂いているのは私(史帆)です。 

 

さぁ、ど～っち！！ 皆さんもちろん分かりますよねぇ～(^O^)／ 

（答えは編集後記で明らかに） 

昔は先に産まれたほうが妹、後に産まれたほうが姉だったそうです。 

たった 2分の差ではありますが先にこの世へ誕生した（姉）未帆は、今の時代一様お姉さん。 

しっかりと自分のことを姉だと思っているようで・・・”(-“”-)”(笑) 

とは言っても、高校を卒業の後、家業である三浦太鼓店へ先に就職をしたのは未帆でした。 

当時の私は、家業から離れたいとどこかで反発していた様に感じます。 

姉(未帆)の産休をきっかけに家業へ入ることになった当初は、手取り足取りお仕事を教わりながら 

必死だったのを今でも覚えています。 

この 5年間で感じることのできた沢山の学び、そして太鼓屋の娘として産まれ育った自分自身の自覚、使命。 

環境に反発した考えを持ったり、太鼓というものが何の特別感もなく当たり前の様に側に感じていた 

あの頃の想いは、今の私の活力になっています(^-^) 

そのことに気づくことのできた私たち。だからきっと私たちはここへちゃんと戻ってくるのです(^-^) 

入れ替わりでほとんど一緒にはお仕事をしてこなかった私と姉。 

今一緒にお仕事をする中で、より一層自分たちの存在をお互いで強く感じ合っています。 

こんな私たちですが、これからも頑張って参りますので皆様今後ともどうぞ、よろしくお願いいたします。 

お店へご来店の際には是非声を掛けてくださいね!(^^)! 私に未帆って言っちゃだめですよ～（笑） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜購読無料＞ 

この新聞は不定期で発行しております。  

購読ご希望の方は HPの三浦太鼓店 

新聞請求フォームからご請求ください。

URLhttp://www.taikoya.net/sinbun.html 

 

 

〒444-0072岡崎市六供町杉本 32-2 

株式会社    い 

TEL(0564)21-2271 

FAX(0564)21-2272 

E-mail  info@taikoya.net 

URL  http://www.taikoya.net/ 発行責任者：朝倉慶介 三浦史帆 

 

・三浦太鼓店 HP 

 

・六代目ブログ 

「和太鼓と生きる」 

 

・三浦太鼓店 

facebook ページ 

 

 2016 年 7 月 9 日(土) 

和太鼓零～ZERO～LIVE in 岐阜 

メンバーの日置貴也の地元

岐阜で、母校岐阜総合学園 

太鼓部と共演！今までに 

ない零 LIVEになること 

間違いなし！ 

ぜひ会場にお越し下さい！ 

会 場：各務原文化ホール 

チケット： 1000円 (全席自由) 

時 間：17:00開場 / 17:30開演 

販売場所：各務原文化ホール 

(岐阜県各務原市蘇原中央町 2丁目 1番地 8) 

お問合せ：三浦太鼓店 0564-21-2271 

2016 年７月 16･17 日（土・日） 

竹華灯篭まつり 

会 場 ：妙高山 真伝不動明王寺 

岐阜県各務原市鵜沼 5862-27 

時 間 ：17:00～22:00 

お問合せ：竹華灯篭まつり実行委員会 

     TEL058-370-6276 

会場にそびえる 3m120本の 

竹灯篭はいつまでも見て 

いたくなる美しさです！ 

ぜひ一度、足を運んでみて 

ください！ 

こんにちは、慶さんです(^-^) 

雨の多い季節になってまいりましたね。 

ジトジトとしている時期ですが、 

私たちは皆様に心が晴れ渡るような太鼓の 

音を届けていきます(*^^*)  

さてさて、実はわたくし只今 CS チャンネル

『明日への扉』という番組の密着取材を 

受けております。その期間なんと約 2 週間！

そんなにもしっかりと私のこと和太鼓のこと

を撮影してもらえて嬉しい限りです(;∀;) 

映像は７月から CS チャンネル、インターネッ

ト、全日空スカイチャンネルで見ることが 

できます。ドキドキですが、ぜひ皆さま一度

ご覧になって下さい(>_<) 

※双子の答え 右が史帆、左が未帆でした！ 

今が変わるとき！！ 

近年、職人をとりまく環境は大きく 

変わってきています。三浦太鼓店の 

まわりも例外ではありません。 

塗装、桶胴、太鼓カバーの制作等、 

従来外注でお願いしていたことを自社で

行わなくてはならなくなってきました。 

簡単なことではありませんが三浦太鼓店

の将来に向けて頑張っていきます。 

これからも応援をよろしくお願いします。

（めずらしく真面目にまとめました!!） 

https://m.facebook.com/wadaikozero/photos/a.272169019482236.72699.253889074643564/1207205685978560/?type=3&_ft_=top_level_post_id.1210542645644864:tl_objid.1210542645644864:thid.253889074643564:306061129499414:3:0:1467356399:6640365762927099254&__tn__=E
mailto:info@taikoya.net

